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１．研究計画の概要
研究の目的、方法、想定している学術的成果(研究の学術的新規性等)

3

（１）HLW事業の理解促進に向けた工学的コミュニケーションツールの作成（高
校3年生から大学2年生を対象とした地層処分事業に関する教育教材等の作成）

（２）HLW事業の技術的成立性に関する理解促進のための実験教材の製作
（物理現象の実験教材等）

（３）科学コミュニケーターとしての役割を担うことを見据えた若手（学生を含む）イ
ンタープリターの育成

（４）若手（学生を含む）インタープリターによる社会啓発の実践
（早稲田大学内の学部講義の活用）

研究活動内容（概要）

※イメージ図

相
互
に
活
用

実践

フィード
バック

転載禁止
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２．研究成果 ①成果の要約
本支援事業において得られた内容・成果の要約
①HLW事業の理解促進に向けた土木工学的コミュニケ-ションツ-ルの作成

②HLW事業の技術的成立性に関する理解促進のための実験教材の製作

③科学コミュニケ-タ-としての役割を担うことを見据えた学生インタ-プリタ-の育成

④学生インタ-プリタ-による社会啓発の実践

・若手技術者による早大学部3年生向けHLW地層処分教材の作成
・大学院生による高校生向けのHLW地層処分教材の作成
・教員による学生インタープリター育成向けHLW地層処分教材の作成

・ベントナイト系緩衝材の材質感を実感する締固めデモ実験装置の製作
・ベントナイト系緩衝材の遮水性能を実感する実験と計算に基づく遮水効果の定量理解教材
・ベントナイトのシール性を実感する実験手順の構築

・早大学部3年「環境地盤工学」における若手技術者による学生インタープリター育成講義（2021年1月8日）
・経産省，NUMOによる早大学部3年「環境地盤工学」受講生向けミニワークショップ（2021年1月22日）
・高校生向けオープンキャンパスに向けた学生インタープリター育成ブリーフィング会（2021年8月6日）
・教員による早大学部3年「防災地盤工学」における学生インタープリター育成講義（2021年7月2日）

・高校生向けオープンキャンパスにおける学部1～3年生によるHLW地層処分説明（2021年8月18日，19日）
・早大学部3年「防災地盤工学」における学生インタープリターによるHLW事業説明（2021年7月16日）
・早大学部3年「環境・防災ゼミナール」や「環境地盤工学」における学生インタープリターと若手技術者
によるHLW事業説明（2021年10月12日，2022年1月7日）
・早大英語学位プログラム講義SHIPにおけるHLW事業の認知と意識調査（2021年4月～7月）

転載禁止
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２．研究成果 ②成果の詳細
本支援事業において得られた内容・成果の詳細
①HLW事業の理解促進に向けた土木工学的コミュニケ-ションツ-ルの作成

②HLW事業の技術的成立性に関する理解促進のための実験教材の製作

③科学コミュニケ-タ-としての役割を担うことを見据えた学生インタ-プリタ-の育成

④学生インタ-プリタ-による社会啓発の実践

企業（パシフィックコンサルタンツ）の若手技術者による理工系の学部2, 3年生向けのHLW事業の説明教材を作成した．作成
のポイントは，①HLW施設建設に係る土木工学技術の観点と，②地質・地盤の閉じ込め性能を示す地下水の移動速度の観点
を，定量的に伝達するものとした．次に，大学院生に，理工系への進学を志望する高校生向けのHLW事業の内容説明教材を
作成した．教材作成では，HLW事業の社会における重要性と必要性を伝え，土木工学を学んでHLW事業に寄与する意義を感
じてもらうように心がけた．さらに，教員は，上記の教材をより詳細に述べた学部3年から大学院向けの教材を作成した．

HLW事業の技術的成立性に関する理解促進のため，3種類の実験教材の製作（物理現象の実験教材等）を行った．一つは，
「粘土」，「締固めた粘土」，「緩衝材」のイメージをより正しく認識できる，ベントナイト（緩衝材の材料の粘土）の締
固め簡易デモ実験装置の製作と実験手順を製作した．二つ目は，砂と粘土中の水の流れを可視化し，具体的な透水係数を提
示して，遮水機能を実感できる実験教材と計算過程提示方法を考案した．三番目に，ベントナイトに水を散布すると固まる
という，比較的，誰にも実施しやすい実験により，粘土のシール性を理解してもらう実験手順を提案した．

Zoomおよび対面により，土木工学を専門とする教員，社会心理学，社会学，リスク認知を専門とする教員と大学院生から学
部1年生の有志学生によるHLW事業に対する認知や在り方に関するブレーンストーミングを，定期的に実施した．小その結果
を踏まえて，各学年，教員が，対象者を想定した教材作成を進めた．また，NUMOの包括的報告書の説明会に出席して，
我々が感じたことを，NUMOに伝え，情報交換を行った．また，学部3年生の「環境地盤工学」において，経産省・NUMOに
よるワークショップや，①で作成した教材を活用して，若手技術者による学生インタープリターの育成を試みた．

2021年8月18日，19日に，理工系進学希望の高校生向けオープンキャンパスにおいて，学部1～3年生によるHLW地層処分説明
を行った．2021年7月16日の早大学部3年「防災地盤工学」において，上記の活動を通じて育成されたであろう学生インタープ
リターによるHLW事業説明を行った．また，早大英語学位プログラム講義SHIPにおけるHLW事業の認知と意識調査（2021年4月
～7月）を行った．この結果については，受講により育成された学生インタープリターによるプレゼンテーションが行われた．
さらに早大学部3年「環境・防災ゼミナール」や「環境地盤工学」において，学生インタープリターと若手技術者によるHLW事
業説明（2021年10月12日，2022年1月7日）を行った．
・

転載禁止



①HLW事業の理解促進
に向けた土木工学的コ
ミュニケ-ションツ-ル
の作成
・若手技術者による早大学部3年生向けHLW地層処分教材の作成
・大学院生による高校生向けのHLW地層処分教材の作成
・教員による学生インタープリター育成向けHLW地層処分教材の作成
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高レベル放射性廃棄物
と

地層処分
パシフィックコンサルタンツ株式会社
2020（令和2）年入社社員①
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自己紹介

 出身
大学 ：早稲田大学 社会環境工学科 (2020年卒)
研究室 ：赤木研究室
卒論テーマ：各種焼却灰を併用した凝集剤とセメント

系固化材の開発に関する研究

 所属
パシフィックコンサルタンツ株式会社
主な業務内容：地盤調査、解析業務、宅地防災
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アニメーション（順次表示）あり
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地層処分を考える
～土って水を通しにくい！～

パシフィックコンサルタンツ株式会社
2020（令和2）年入社社員②
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3. 地下構造について
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＜自己紹介＞

所属：パシフィックコンサルタンツ株式会社

<大学>
出身校： 日本大学文理学部
専 攻 ： 地震学

（地震波速度構造の研究）
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アニメーション（順次表示）あり
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②HLW事業の技術的成
立性に関する理解促進の
ための実験教材の製作
・ベントナイト系緩衝材の材質感を実感する締固めデモ実験装置の
製作
・ベントナイト系緩衝材の遮水性能を実感する実験と計算に基づく
遮水効果の定量理解教材
・ベントナイトのシール性を実感する実験手順の構築

転載禁止



ベントナイト系緩衝材の材
質感を実感する締固めデモ

実験装置の製作

16

転載禁止

16



2021年1月版NUMO住民説明会資料抜粋

このような表記で，緩衝材に対
して，国民・住民は，どのよう
なイメージを持つだろうか？
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ベントナイト試料の準備

粉体のベントナイト モールド内に投入

転載禁止



簡易な締固め工程
転載禁止

https://waseda.app.box.com/s/gkt5zvridwrk1f2f56pxzyizlegas2yo


緩衝材のミニモデル完成

「緩衝材（粘土）」ミ
ニモデルの出来上がり お持ち帰り用袋詰め
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ベントナイト系緩衝材の遮
水性能を実感する実験と計
算に基づく遮水効果の定量

理解教材
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土の中の水の速さ

転載禁止



土の中の水の速度は，
意外に遅い

左：粘土，右：砂

転載禁止



計算してみよう！
• 砂の中の水の速度は，・・・
• 「0.01 cm/秒」
• 粘土の中の水の速度は，・・・
• 「0.000000000001 cm/秒」

クイズ
水が前に1 cmに進むために必要な
時間を計算してみよう！

転載禁止



③科学コミュニケ-タ-として
の役割を担うことを見据えた
学生インタ-プリタ-の育成

・早大学部3年「環境地盤工学」における若手技術者による学生インタープ
リター育成講義（2021年1月8日）
・経産省，NUMOによる早大学部3年「環境地盤工学」受講生向けミニワー
クショップ（2021年1月22日）
・高校生向けオープンキャンパスに向けた学生インタープリター育成ブ
リーフィング会（2021年8月6日）
・教員による早大学部3年「防災地盤工学」における学生インタープリター
育成講義（2021年7月2日）

転載禁止



経産省，NUMOによる早
大学部3年「環境地盤工
学」受講生向けミニワーク

ショップ
（2021年1月22日）
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https://waseda.app.box.com/file/766919398595


高校生向けオープンキャンパ
スに向けた学生インタープリ
ター育成ブリーフィング会
（2021年8月6日）
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④学生インタ-プリタ-による
社会啓発の実践

・高校生向けオープンキャンパスにおける学部1～3年生によるHLW地層処
分説明（ 2021年8月18日，19日）
・早大学部3年「防災地盤工学」における学生インタープリターによるHLW
事業説明（2021年7月16日）
・早大学部3年「環境・防災ゼミナール」や「環境地盤工学」における学生
インタープリターと若手技術者によるHLW事業説明（2021年10月12日，
2022年1月7日）
・早大英語学位プログラム講義SHIPにおけるHLW事業の認知と意識調査
（2021年4月～7月）
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高校生向けオープンキャンパスに
おける学部1～3年生による

HLW地層処分説明
（2021年8月18日，19日）

30
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企画名：“土”の摩訶不思議な実験とエネルギー・防災・環境における大活躍のおはなし

開催日：2021年8月18日（水）～8月19日（木）

形 式：ZoomによるWeb会議システム

参加者：46名（8/18：28名、8/19：18名）

感 想：

●学科関連：「実験で大変だったことは？」「普段の授業は？他の学科と比べて実験が多い？」

●研究室関連：「コアタイムは？」「女性が少ないイメージ。男女の比率は？」「広さは？」
「研究室に配属する前はどんな勉強をするか？」「他学科との合同研究は？」等

●実験実演・研究関連：「ベントナイトは特殊な方法でつくられたものか？それとも自然に存在
するものか？」「10万年間排出される放射性物質はどう保管される？」
「CO2を吸着させる方法とは？」「なぜベントナイトが水を吸収して膨
張するのか？ベントナイトの粒子の構造は？」「ベントナイトは有限
か？」「世界中の燃料デブリを処理可能なベントナイトの量があるの
か？」「どういうきっかけでベントナイトを研究されてきたのか？」等

開催概要

科学インタープリターへのアンケートを実施

今後の予定

転載禁止
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オープンキャンパスの様子 実際の撮影場所での様子転載禁止



早大英語学位プログラム講義
SHIPにおけるHLW事業の認

知と意識調査
（2021年4月～7月）

33
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SHIPのトピックとして，
HLWの処分を議論する

出典：SHIP: Social and Human Innovation by Practical Science and Engineering
https://www.cse.sci.waseda.ac.jp/about/ship/

転載禁止
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HLW処分の知識習得

出典：王海龍班の学生のSHIP最終発表プレゼンスライド

転載禁止



HLW処分意識調査

なるほど。
政府主導で処分
サイトを決める
ことを、一般人は
専門家より支持
しないのか。

出典：王海龍班の学生のSHIP最終発表プレゼンスライド

転載禁止
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３．情報発信活動等
論文投稿、学会発表、研究会等の実績・予定

令和3年度土木学会年次学術講演会において4件，GeoKanto2021で2件の研究発表
1. 龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍秀雄，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍

龍：高レベル放射性廃棄物地層処分プロジェクトへの技術者としての参画意欲育成のための
教材開発（その1）～教材開発の研究開発スキームの紹介～

2. 龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍
龍：高レベル放射性廃棄物地層処分プロジェクトへの技術者としての参画意欲育成のための
教材開発（その２）～学生ブレインストーミングの結果に基づく必要事項抽出～

3. 龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍
龍：高レベル放射性廃棄物地層処分プロジェクトへの技術者としての参画意欲育成のための
教材開発（その３）～地盤中の水分移動の可視化と定量的理解のための手段～

4. 龍龍秀雄，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍龍，龍龍龍
龍：高レベル放射性廃棄物地層処分プロジェクトへの技術者としての参画意欲育成のための
教材開発（その４）～ベントナイト系緩衝材の材質感を実感する締固めデモ実験装置の試作
～

5. 小峯秀雄，王海龍，伊藤大知，膳場百合子，龍原毅，金丸奈美，山本有雅，曺基安：社会啓
発と科学コミュニケーター育成を念頭に置いた「地層処分事業」への知的興味を向上させる
地盤工学の展開，地盤工学会関東支部・第18回地盤工学会関東支部発表会・今後の展望・計
測技術3-2，2021.

6. 村田航大，龍原毅，斉藤泰久，金丸奈美，菱岡宗介，小峯秀雄，王海龍：社会啓発と科学コ
ミュニケーター育成を念頭に置いた「地層処分事業」への知的興味を向上させる土木教育プ
ログラムの研究，地盤工学会関東支部・第18回地盤工学会関東支部発表会・今後の展望・計
測技術2-2，2021.

2022年度の土木学会にも投稿を予定

転載禁止
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４．支援期間終了後の展望等
今回の活用を通じて開発してきた教材および実験技術は，引き続き，
早稲田大学の学部教育において活用を継続する．具体的な講義は，
以下の通りである．
・「社会環境工学フレッシュセミナー」（学部1年生）
・「防災地盤工学（地下の防災機能の章）」（学部3年生）
・「環境地盤工学（放射性廃棄物の現状と未来の章）」（学部3年
生）
また，学生のクラブ活動において，定期的にHLWブリーフィング会の
実践を継続する．
逐次，育成される学生インタープリターによるHLW事業の社会啓蒙活
動としては，高校生向けのオープンキャンパスでの説明や学園祭で
の説明を継続する．特に，今回は，コロナ禍により，後者の学園祭
での説明が実施できなかったことから，次年度以降，是非とも実践
したい．

さらに，上記に作り上げた教材や実験手法については，NUMOからの
要請があれば，是非とも提供もしくは協働したい．文献調査を行っ
ている地域の方々への理解促進に，育成された学生インタープリ
ターともども，是非とも貢献したいと思う．
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